
先週の金曜

日、１年生を

迎える歓迎集

会、歓迎遠足

を実施しまし

た。 

まず、歓迎集会を学校の体育館で行いま

した。５年生がつくる花のアーチをくぐっ

て、１年生と６年生が入場し、３年生の元

気な「はじめの言葉」で始まりました。１

年生の自己紹介では、一人一人が名前と好

きな食べ物や好きな色を上手に紹介するこ

とができました。少しはにかみながら自己

紹介をする姿に、見ている方も思わず笑顔

になりました。６年生は、学校紹介と全校

ダンスのお世話をしました。さすがは最高

学年です。南有馬小学校のいいところを、

ユーモアを交えながら紹介することができ

ました。全校ダンス「いいじゃん」のノリ

ノリのダンスに、１年生も楽しそうでした。

スマイル班（縦割り班）の顔合わせの後、

４年生による全校ゲーム「もうじゅう狩り

に行こうよ！」でみんな楽しみました。学

年や男女の区別なく楽しめるのは南有馬小

学校の素晴

らしいとこ

ろです。最後

は、２年生が

プレゼント

を渡して、終

わりの言葉を言って会を締めくくりました。

去年は迎えられる方だったのが、１年経て

ばこんなに成長するのだと、改めて感心し

ました。 

歓迎集会後は、いよいよ歓迎遠足です。

Arrivo！南島原に向けて５年生を先頭に

出発です。最後尾は１年生と６年生が一緒

に歩きました。Arrivo！南島原に到着後、

南有馬中学校と合同で、歓迎レクリエーシ

ョンを行いました。中学校の生徒会が中心

となって、「じゃんけん列車」と「だるま

さんの一日」をしてくれて、小学生、中学

生関係なく楽しむことができました。初め

ての試みでした

が、子どもたち

にとって有意義

な活動になった

と思います。そ

の後、おいしい

お弁当を食べ、友達と仲良く遊び、充実し

た遠足になりました。 

保護者の皆様には、お忙しい中、遠足の

準備やお弁当づくりなど、御協力いただき

ありがとうございました。おかげでどの子

もまんまる

笑顔の１日

になりまし

た。 

 

 

 

笑顔いっぱい！ 
～歓迎集会、歓迎遠足～ 

○みんな楽しく ○な○んでもチャレンジ ○まんまる笑顔の 

みなんまの子 
校 長   大草 修三 

南島原市立南有馬小学校 

令和８年４月 24 日（金） 

南有馬小学校だより №３ 



入学式の日に、南有馬町婦人会の皆様か

ら１年生に、廃油を再利用して作られた石

鹼とシューズブラシをプレゼントしていた

だきました。このプレゼントには、お祝い

の気持ちとともに、「自分の靴は自分で洗

うことのできる子どもに育ててほしい」と

いう願いも込められています。 

婦人会の皆様、本当にありがとうござい

ました。 

４月１５日（水）、１・２年生の通安全教室を

実施しました。体育館ではじめの挨拶をした

後、１年生と２年生に分かれて実際に道路を

歩いてみました。横断歩道の渡り方、歩道で

の歩き方、信号が青になったときの横断歩道

の渡り方を勉強しました。 

南有馬小学校の周りの道路は、車の通行

量が多く、危険がいっぱいです。自分の命を

自分で守るためにも、交通ルールを守って正

しい歩き方ができるみなんまの子になってほ

しいです。 

 なお、今回の

交通安全教室

の実施におい

て、南島原警

察署、南島原

市交通安全協会の皆様、南有馬の地域学校

協働本部の皆様に御協力いただきました。関

係機関の皆様、地域の皆様に支えられ、見守

られていることを改めて実感しました。本当に

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 左の絵をご覧になら

れたことがあります

か？１年生の保護者の

方は入学式の日に、１

年生教室で見られたと

思います。これは、文

部科学省から全国すべ

ての小学校１年生に配

られた教科書入れの紙袋です。この袋の裏

面には、次のように書かれています。 

教科書は、１年生に限らず、すべての児

童生徒が等しく教育を受けられるよう、国

の制度により無償で給与されています。 

これを「教科書無償給付制度」といい、

義務教育段階において、家庭の経済状況に

関わらず学びの機会を保障することを目的

としています。 

配付された教科書は大切に使用するよう、

ご家庭でもお声かけいただければ幸いです。 

入学お祝い 
ありがとう 
ございました 

ほっとタイム 

自分の命は自分で守ります 

～交通安全教室（歩行）～ 

保護者の皆様へ 

お子様の御入学おめでとうございます。 

この教科書は、義務教育の児童・生徒に

対し、国が無償で配布しているものです。 

この教科書の無償給付制度は、憲法に掲

げる義務教育無償の精神をより広く実現す

るものとして、次代を担う子供たちに対し、

我が国の繫栄と福祉に貢献してほしいとい

う国民全体の願いを込めて、その負担によ

って実施されております。 

一年生として初めて教科書を手にする機

会に、この制度に込められた意義と願いを

お子様にお伝えになり、教科書を大切に使

うよう御指導いただければ幸いです。 

文部科学省 


